
化学
☒ 問 1 ア アモルファス イ ファンデルワールス男" ウ 分子 工 水素結合 才 共有結合

カ ダイヤモンド (ゲルマニウムは スズ など ) も 8 7 六方 最密 ケ 最密

問2 アボカド 口 定数を NAと おく 。

(灰色スズ )

ケイ素 の 単位格子の質量 は
、 f × 8 [g ]

単位格子 の 体積は
、

d[mi]

すなわち
、 (f)を岣

ゆえに 、
dは心に 製泰町

= NASA
i NA = t × 1 0

2と似 1
-い

問う 体心立方格が 2 つ 面心 立方格が 4つ

問4 体心 立方 格子の 一辺 を a 、 面心立方格の 一辺をhと する 。

体心立方格子 について 、 原子半径は Th と表せ、
また 単位格子に は 原子が2つ 含まれるので、

充填率は
、 紅谷輿 =椛叡豳 ・

約 0
.
6 8

4に Pain fa
面心立方 格子について 、 原子半径は 張と 表せ

、単位 格子に は 原与が4つ 含ま れるので、

← 約 0.74

充填率は
、

紋 こ興二 も大jij.si:1期た一

人 に YA

以上 より 、 求める 比は
、 もも
南

=
は
命 = 多 3帯 = 1.0867- 1 、生、、



☒ 開い
操作 の 、

⑤ より 、 A は P bCh 、 E は Age 、 自分は 、

操作 ② より B は Cu S

|
この 順番で 特定 しました

、

操作⑥ より 、
下は Al (OH) 3

操作③ より 、
C は Fe ( OH ) 3 A.PKに B.GS

操作④ より 、
ロ は 2ns C Fe(OH) 3 D

.

ZnS

操作⑦ より
、

G は Ca CO 3 E
. Age l F

.
A KOH) 3

操作 ⑧ で は
、
Nat の 炎色反応 、 (黄 ) G GC03

(2) A , D . E .
F .
G

問 2 HS により 還元さ れ たみ になった もの を 、 酸化してだたする ため n

が を 10版より Fe(0トリ 3の 方が 溶解度
が小さい ので、 )

を(OKB で沈澱して もらい たい という訳 です

脇 か 第 1 段階 HS - 䏮 が

第 2 段階 H5 二 げばか酸性状態では 、
溶液中の がが 不足し

、 ZnS の溶解度積に
達しない から 。 ( し も。と 上手な言い方 あると思い ます )

間4
.

(C ) Age 1 + 2NH. → [ Ag(NH3)げ + CT

ジたミン 銀(I )イオン

a ANHB t NaOH → Na [ Al (OHK ]
テトラヒドロキシドアルミ ン酘イオン

問5 (1 ) Ca tれい t lackt Hot

(2) 状態方程式 1.00 × 心 [Pa1.0.0498 [L] = h [mol1.8.31
心[Pale/(Kmol )] ・ 300[K)

人 に 前 8幽 = 0.0019975 . . .

CO2は 1.998×心
3
mol発生 した ので

、

Cal0 3 は 1.998×心
3
mol

あった という こと に なる 。 Cal 0 3 = 100 . 1 より 、 求める 質量は
.

100.1×1.998×103=0.1999 ーー .

.

'

.

0 . 20Ug.es

問 6 黄色 、



阿 問 1 ア 脂肪 イ 脂肪油

問 2川 ( 1 5 Ha COOH = 256
CM H33 COOH = 282

CM H 31 COOH = 280

i. 求める 分子量は
、
256×0.373 十 282×0.587+280×0.0400

= 95.488 t 165.534十 11.2

二 272.222 き 27こい
か二 重結合は

、 パルミチン酸は 0個
、
オレイン酸 1個

、 リトル酸 2個 。

i. 求める 平均 は
、 10.587+2×0.04=0.667 E 1週

、、
( ? )

が KOH-56.1 けん化価は 器 ×心 二 206.25 E 20年[mg)

五 = 254 -

ヨウ 素価 は
.

254 人 0.667 ×※ = 62 、
2 -

E 6斗 91

(4) 何 を 言っている か わかりません ! !

(5) 断念 ! !

問 3 (b) セッケン ミセル

問4 希塩酸 一 且雌堕組邈𨗉乱、 NaCl が生成する 。

↳ 弱酸 遊離反応

塩化カルシウム - 不溶性 の
、
脂肪酸の
_

カルシウム塩が

沈澱し
、 NaCl が 生成 する 。

いで硬水" の 話



内 問 1 ア アレニウス イブにステッド ウ ロー リー 工 与える オ 受け取る

カ 電子 も 緩衝溶液 7 3

問 2 ② 、 ③

問3 B
、
C

問4 醜に はたらく とき W + NH3 Fe 0げ + NHI
塩基 い ね0 t HCl - Hit CI

問 5 Eは
、

酢酸の ことだと思われる 。 濃度し 、 電離㕞とする と 、

CH3COOH <

~っ
ーー

CH3 (00 tげ

(平衡明水 (トメ) CX CX (mol/り
濃度

ika 姚𦥯
= 無 t.ci じ のくい )

[CH3COOH ]

ik.IE ] = ckar = 0. 10 × 27
×はがたし

= Mxifht = 3Bx ば molル

に pH = - log。 迎×ぼ ) = 3
.

5 log。
3 では

汕

問 6 CH3(0じ t した0 で CH・ COOH t 0げ

理由 水の 電離で 生じ た ド と CN心が 、

ChCOOH E Chart 用 の平衡 で 反応する ため 。
( ? ? )

問7 無理に

問 8

G - COOH

HotH - COOH

とHa - COOH
問9 クエン 配の ナトリウム塩と クエン 酸の 混合溶液は

緩衝作用を 示す ため 。 (? ? )



⑤ 1問 1 ア 5 ※ イ 鎖式 ウ ホルミル 工 還元 才 銀

刀 銀鏡 キ ✗ 71 ケ 4 ユ ヒドロキシ サ 1 シ 6

ス P セ 1 ソ 4 夕 水素 チ ニトロ ツ セルロイド テ アセチル

ト ジアセチルセルロース ナ アセテート = 半合成 ス ビスコ-スネビスコースレーヨン / セロハン ) l シュヴァイツァー
(バ )

間2 (d) アミロース 山アミ口 ペクチン

間 3 C )
(c) ftp.ON

02 (d) fH 20
CO CH3

eo
、_け、たさい Lt け /k

-EYE※け e※ '
け

、
-0 TF ansH

ON 02

問4 断念 ! !

※ について 、

メグルがうに ) 六 員環
P グル コ ピラト 人

5個 | メグル] つう トス ) 五員環 -.- 含めるかは 謎

p グルコ フラノース 「3個 」 と して も
よい 可能 性あり

、鈹式 グルコース


